
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

<よくある詐欺の手口> 

稗原地区のみなさまへ 

稗原地区が「悪質商法・特殊詐欺撃退モデル地区」に指定されます。 

指定期間：令和 8 年 10 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日 

出 雲 警 察 署 ☎２４－０１１０ 出雲市生活・消費相談センター ☎２１－６６８２ 

・「＋」から始まる国際電話番号を使い、警察官などを名

乗る者から電話がある。 

・相手側から携帯電話や通帳が犯罪に利用されているこ

とで話を聞きたい等と言われる。 

・ビデオ通話でのやり取りを提案され、警察手帳、制服姿

や逮捕状を見せ、信用させた後に金銭を要求される。 

ニセ警察官詐欺 

◎還付金詐欺 

 

・各種広告から SNS を使った連絡に誘導され、投資話等

について勧誘される。 

・最初は利益の還元があり、その後も相手が示す画面上で

は、利益が出ていると誤認してしまう。 

・「利益を引き出すには手数料がかかる」「損失の補填をし

てくれ」等を名目に金銭を要求してくる。 

・SNS 上で勧誘を受けた場合は、まずは詐

欺を疑ってみるようにお願いします。 

・振込先が個人名義の口座であれば 

絶対に振り込まないでください。 

・投資で「必ずもうかる」ということ 

はありません。お金を振り込む前に 

警察に相談してください。 

対 策  

【期間中の取組】 

・啓発物品を次回の広報配布（10 月 20 日ごろ）に合わせ、各ご家庭に配布します。 

・コミュニティセンターへ啓発のぼり旗を設置します。 

・消費者問題出前講座（５人以上の集まり）を開催します。ご希望の方は、お申込みください。 

（申込み：出雲市生活・消費相談センター☎２１－６６８２まで） 

 

・固定電話は、留守番電話や国際電話の 

発着信を休止できるサービスを利用 

しましょう。 

・警察官を名乗る者から捜査対象に 

なっていると言われたら、一旦、 

電話を切って最寄りの警察署・ 

交番・駐在所に相談してください。 

対 策 

出雲警察署と出雲市では、悪質商法や特殊詐欺の被害を未然防止するために、毎年、モデル地区を指
定して、啓発活動を強化しています。特殊詐欺の被害は、年々増加し、手口が巧妙化する一方で、同じ
手口が繰り返される状況が続いており、継続的な啓発が必要です。 
期間中は、地域で意識を高め、声をかけあうなど詐欺被害に遭わないよう協力をお願いします。 

SNS 型投資詐欺 

その１ 「＋」から始まる国際電話が詐欺に使われることが非常に多いです 

その２ 警察が警察手帳や逮捕状の画像を携帯電話に送ることはありません。 

その３ 電話でお金の振込みを要求されたら詐欺を疑ってください。 

その４ SNS 広告をきっかけとした投資の勧誘は詐欺を疑ってください。 

回 覧 

 




